
実践例 『東北地方の米作j

弘前市立第一中学校

盛 滑誌

単元 名 東北地方

2. 本喝の題材 東北地方の米作

3. 本時の題材について

① 水団地帯に閉まれた地域に生活している生徒たちではあるが，市街地に屠住じているものが

大多数であり，愚業そのものの経験のない生徒たちである。しかし，マスコミの需報者通じて，

最近の農致上の諸問題について多タの知識は持っている。

@ 日本の穀倉といわれる東北地方も冷警にみまわれてきた。冷害と米丹生産を学書する中で，

日本の食糧問題を考える素地としたい。
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4. 本時のねらい

穀倉地帯といわれる米作の発展と現状について理解2させるとともに，生産調殺・出かせぎ・

など，多くの問題のあることを考えさせたい。

e 東北地方が日本の穀倉といわれているが，米の生産の特色や日本の米非地帯で果たしている
役裂を理解する。

@ 東北地主の米作がかかえる問題そ理解できる。

5. 指導上の留意点

6. 

@ 

新聞・雑誌・

る知識で終わらせることなく，スライド・写真・テレピ等の峡橡

どの文章資料，そして統計資料を操作しながら，農民の心に数れる

幅広い認識にまで高めさせたい。

@ r東北ぬ米作Jの学雪を藷じて，生徒たちに農業嫌悪の感靖だけを与えるような指導になら
ないように慎重を期したい。

よく考察し，社会事象相互の関連を把えることができるようにしたい。

事実だけを知らせて，そのためにあるβ向に魅力を感じさせるが，ある方向には嫌悪惑を残

すという なってはならないの

本時の指導過程
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7. 評舗の観点

① 東北地方が

@ きびしい

といわれるゆえんが理解できたか。

して米の増産につとめた先人の努力が瑚解できたか。

@ 米作農業のかかえる問題点を理解できたか。

④ 広い視野に立って，日本の米作をみつめるととができるようになったか。
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